
感染症の影響により、現状で

根拠となる佐倉オランダ児童交流事業は、特に旅費（航空運賃）が航空 昨年度見直しを行った補助金要綱に合わせ、会議時の食糧費を差し引い は旅行会社から見積を徴することが難しいため、前回派遣時（令和元年

券発券時の国際情勢等に左右されるため、補助金額の算出が困難な面が て積算しました。 度）の見積及び実績を参考に積算しています。
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令和 3年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 95.国際理解促進事業

5. 社会教育費

1. 社会教育総務費 文化課

（佐倉市）　　

第５章
市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち 5,770

（市民参加・自治体運営） 令和 3年度 1,763

臨時 単独 計画 0 0 1,686 基本施策２
平和・国際化 令和 4年度 2,008

令和 5年度 1,999

施策２
多文化が共生できる地域づくりを推進します 令和 6年度 0

令和 7年度 0

0

0

・佐倉日蘭協会の活動支援 ・佐倉日蘭協会を支援することにより、市民による国際 ・市民による交流を推進することにより、行政にはでき

・佐倉日蘭協会助成補助金の交付 交流の推進を目的としています。 ないきめ細かい対応や、人と人との深いつながりが生まれます。

・佐倉・オランダ児童交流により、市民や子どもたちが直接オランダの ・オランダの人々と直接交流する体験により、市民や子どもたちのコミ

人々と触れ合うことを目的としています。 ュニケーション力や異文化理解、多様性を受け入れる力が育ちます。

・オランダや蘭学に関する各種事業により、佐倉とゆかりのあるオラン ・オランダや日蘭交流の歴史をひとつの例として理解を深めることによ

ダについての市民の関心や理解を深めることを目的としています。 り、佐倉ならではの方法で、国際化を推進する環境をつくります。

佐倉日蘭協会の主要事業であり、補助金の算出の 令和３年度は、オランダへ児童を派遣予定です。 新型コロナウイルス


